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人と暮らし、環境に優しい福祉社会の実現

労福協だより

労福協だより

㈳静岡県労働者福祉協議会

3.11災害特別号

台風15号と
被災者対応 「住まいと暮らしの

防災・保障点検運動」

助け合いの心
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機
関
誌
「
連
帯
」
で
被
災
者

体
験
談
の
掲
載
を
計
画

毎
年
３
月
に
実
施
し
て
い
る

共
済
の
更
改
取
り
組
み
に
合

わ
せ
て
「
れ
ん
た
い
福
利
厚

生
号
」（
８
ペ
ー
ジ
）を
毎
年
発
行
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
台
風
１５
号
等
で
被
災
さ

れ
全
労
済
か
ら
共
済
金
の
給
付
を
受
け
た

方
や
保
障
の
見
直
し
で
他
保
険
か
ら
全
労

済
の
共
済
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
可
処

分
所
得
の
向
上
に
繋
が
っ
た
方
に
体
験
談

の
執
筆
を
依
頼
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

組
合
員
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
全
労
済
職
員
と

共
に
推
進
し
て
い
き
た
い

私
た
ち
の
組
合
で
は
、
団
体

生
命
共
済
３０
口
に
組
織
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
相
互
扶
助

の
た
め
個
人
生
命
共
済
2０
口
以
上
の
加
入

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
３
年

前
に
個
人
生
命
共
済
2０
口
以
上
の
加
入
率

が
8０
％
を
超
え
た
た
め
、
み
な
し
全
員
加

入
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
状
態
に
関
係

な
く
組
織
加
入
分
と
合
わ
せ
て
5０
口
ま
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
や
全
労
済
の
た

め
で
は
な
く
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
全
労
済
職
員
と
協
力
し
て
共
済
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
の
心
や
可
処
分

所
得
の
向
上
を
訴
え
て
い
ま
す

今
回
の
震
災
で
は
連
合
静

岡
・
県
労
福
協
が
取
り
組
ん

だ
被
災
地
へ
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
、
ヤ
マ
ハ
の
組
合
員
が
多

く
参
加
し
ま
し
た
。
中
に
は
3
回
も
行
っ

た
人
が
い
ま
す
。
共
済
は
非
営
利
の
助
け

合
い
の
制
度
、
全
労
済
の
共
済
を
な
ぜ
労

働
組
合
で
推
進
す
る
の
か
、
可
処
分
所
得

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
特
に

共
済
委
員
や
職
場
委
員
に
理
解
し
て
い
た

　
お
忙
し
い
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
聞
き
取
り
役
の
私
も
か
つ
て
、

ヤ
マ
ハ
労
組
の
某
役
員
さ
ん
か
ら
「
な
に

か
あ
っ
て
か
ら
の
カ
ン
パ
活
動
よ
り
、
あ

る
前
の
世
話
役
活
動
を
」
と
職
場
代
議
員

さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
を
聞
き
、
ジ
ー
ン
と

し
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
Ｔ
．Ｋ
）

万
が
一
に
備
え
て
大
型

タ
イ
プ
の
付
帯
を

自
然
災
害
共
済
大
型
タ
イ
プ

が
一
昨
年
の
４
月
に
登
場
し

て
か
ら
は
、
保
障
の
充
実
し

て
い
る
大
型
タ
イ
プ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
タ

イ
プ
変
更
や
新
規
付
帯
を
促
す
取
リ
組
み

を
し
ま
し
た
。
こ
の
2
年
弱
の
取
リ
組
み

で
約
１
，１
０
０
件
の
自
然
災
害
共
済
契
約

の
う
ち
、
今
で
は
４
０
０
件
超
が
大
型
タ

イ
プ
の
契
約
と
な
り
ま
し
た
。
今
は
多
く

の
組
合
員
が
防
災
へ
の
関
心
・
ニ
ー
ズ
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
判
り
易
く
確
実

に
情
報
を
伝
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

火
災
共
済
だ
け
で
は
不
十
分
、

自
然
災
害
共
済
の
加
入
を

勧
め
て
い
ま
す

労
組
で
は
共
済
委
員
会
で
火

災
と
自
然
災
害
共
済
を
年
1

回
、
組
織
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
中
高
年
の
方
は
加
入
率
が
高
い
の

で
す
が
若
年
層
や
借
家
住
ま
い
の
方
は
加

入
が
少
な
い
の
で
、
家
財
だ
け
の
加
入
も

で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
中
に
は
高
額
な

給
付
を
受
け
た
方
も

私
た
ち
の
組
合
で
も
多
数
の

方
々
が
被
災
さ
れ
、
２
０
０

件
を
超
え
る
問
い
合
せ
や
被

災
受
付
を
し
ま
し
た
。
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋

で
も
台
風
や
地
震
で
は
火
災
共
済
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
か
ら
自
然
災
害
共
済
大
型

タ
イ
プ
を
勧
め
て
い
ま
す
。
食
堂
テ
ー
ブ

ル
に
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
を
用
意
し
て
、
食

事
の
際
に
気
付
い
て
い
た
だ
く
よ
う
時
期

を
選
ん
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

根
や
納
屋
の
壁
な
ど
付
属
建
物
の
被
害
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
な
か
に
は
母
屋
の
屋
根

に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
も
お
り
ま
し

た
。
そ
の
方
は
全
労
済
の
自
然
災
害
共
済

大
型
タ
イ
プ
に
加
入
し
て
い
た
た
め
、
共
済

金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
修

復
で
き
た
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

だ
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
震
災
や
台
風
で

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
春
の

取
り
組
み
は
未
加
入
者
や
自
然
災
害
大
型

タ
イ
プ
を
推
進
し
ま
す
。

台風15号で組合員が罹災　　
全労済の自然災害共済で再建へ

県
内
に
大
き
な
被
害
！

台
風
15
号
上
陸
。

県西部の労働組合役員の方に台風 15号での被害や
全労済の自然災害共済への取り組みについて伺いました。

稲垣隆代志さん
ヤマハ労働組合
天竜支部執行委員長

鈴木信雄さん
ＮＴＮ労働組合
磐田支部書記次長

堀内和隆さん
ＮＴＮ労働組合
磐田支部執行委員

台
風
当
日
午
後
4
時
頃
、
私

の
妻
が
介
護
の
仕
事
で
た
ま

た
ま
自
宅
前
を
通
り
、
近
所

の
人
た
ち
が
我
が
家
の
飛
び
散
っ
た
瓦
を

片
付
け
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
棟
瓦

が
半
分
く
ら
い
飛
び
、
4
か
所
の
雨
漏
り

で
結
構
な
被
害
で
し
た
。
で
も
、
乗
り
換

え
た
ば
か
り
の
全
労
済
の
自
然
災
害
共
済

で
元
通
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近

所
の
方
に
も
す
ご
く
感
謝
で
す
。

我
家
も
棟
瓦
の
半
分
が
飛
び
、

雨
漏
れ
で
大
き
な
被
害
に

お伺いした
役員さん

全労済の東日本大震災・台風15号 受付件数・給付状況

〔2012年1月31日現在〕

〔2012年2月29日現在〕

東日本大震災 台風15号
静岡県本部の状況

全
労
済
静
岡
県
本
部
中
部
支
所

職
域
推
進
課
　

課
長
　
松
本
　
秀
夫

現
場
調
査
で
心
が
け
た
こ
と

　
調
査
訪
問
活
動
は
、労
働
組
合
を
通
じ
て
加
入

い
た
だ
い
た
契
約
者
に
と
って
、全
労
済
の
職
員
と
顔

を
合
わ
せ
る
初
め
て
の
機
会
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、調
査
担
当
者
の
評
価
が
全
労
済
全
体
の

評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

ま
た
、被
災
受
付
件
数
が
膨
大
で
被
災
の
ご
連
絡
を

い
た
だ
い
て
か
ら
調
査
訪
問
ま
で
約
１
ヶ
月
を
要
し

た
ご
契
約
者
も
多
数
い
ら
し
た
こ
と
か
ら
、調
査
訪

問
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
丁
重
に
お
詫
び
し
ま
し

た
。

今
後
の
推
進
に
向
け
た
思
い

　
２
０
０
９
年
８
月
の
駿
河
湾
地
震
・２
０
１
１
年

３
月
の
富
士
・
富
士
宮
を
中
心
と
し
た
静
岡
県
東

部
地
震
そ
し
て
今
回
の
台
風
１５
号
の
被
害
状
況
の

大
多
数
が一部
壊
で
あ
り
、自
然
災
害
共
済
に
加
入

基
準
通
り
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
契
約
に
つ
い
て

は
、損
害
額
が
ほ
ぼ
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。火
災
共

済
に
加
入
基
準
通
り
加
入
い
た
だ
く
こ
と
、そ
し
て

自
然
災
害
共
済
に
も
加
入
い
た
だ
く
こ
と
が
自
然

災
害
の
多
発
す
る
静
岡
県
の
契
約
者
に
と
って
は
必

要
で
あ
る
こ
と
を
協
力
団
体
役
員
・
組
合
員
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
場
調
査
で
感
じ
た
こ
と

　
屋
根
や
軒
の
被
害
が
多
く
、損
害
箇
所
の
目
視
で

の
確
認
に
苦
労
し
ま
し
た
。し
か
し
被
害
の
受
付
の

段
階
で
修
理
の
見
積
り
と
写
真
を
撮
って
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、調
査
訪
問

時
に
見
積
書
と
写
真
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
多
く
、

被
災
者
宅
で
ス
ム
ー
ズ
な
調
査
活
動
が
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。調
査
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、や
は
り
築
年
数
の
古
い
物
件
ほ
ど
損
害
が
大
き

く
、２
F
の
屋
根
が
す
べ
て
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
住

宅
も
あ
り
、定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

加
入
者
の
声

　
過
去
の
台
風
で
は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
な
く
、今
回
の
台
風
が
い
か
に
巨
大
な
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
口
々
に
お
っ
し
ゃって
い
ま
し

た
。ま
た
、火
災
共
済
で
は
台
風
被
害
に
つい
て
保
障

対
象
と
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
契
約
者
も
多
く
、

他
の
契
約
者
か
ら
聞
い
て
被
害
を
届
け
出
た
と
い
う

方
も
多
く
い
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
9
月
21
日
に
静
岡
県
内
に
上
陸
し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
に
お
い
て

全
労
済
は
県
内
で
約
5,
4
3
5
件（
約
14
億
5
千
万
円
）を
超
え
る
共
済
金
を
お
支
払
い
致
し
ま
し
た
。

特別号
発刊に
あたって

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

294,077件

1,136億4,252万円

お支払件数

お支払金額

6,915件

5,435件

14億5,125万円

6,915件

5,435件

14億5,125万円

被災受付件数

お支払件数

お支払金額

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
20
年
ぶ
り
に
県
西
部
に
上
陸
し
た
9
月
21
日
の
台
風
15
号
な
ど
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
静
岡
県
労
福
協
で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
今
、「
労
福
協
だ
よ
り
・
特
別
号
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
特
別
号
で
は
、
県
労
福
協
会
員
で
非
営
利
の
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
全
労
済
静
岡
県
本
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
全
労
済
静
岡
県
本
部
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
（
静
岡
県
東
部
地
震
含
む
）
へ
の
審
査
支
援
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
静

岡
県
内
に
お
い
て
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
台
風
15
号
の
被
災
者
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
並
行
し
て
取
り

組
ん
だ
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検
運
動
」
の
実
態
調
査
結
果
な
ど
で
す
。

　
紙
面
の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
一
読
い
た
だ
き
一
つ
で
も
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（静岡県東部地震ならびに
4月7日の余震を含む）
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「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」
　この点検運動は、住まいと暮らしに関する健康診断のようなものです。全労済では、一人ひとりの「防災意識」「生活再建

への備え」に関するアンケートを行い、その診断と支援を行う「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」を推進しています。

　県内の３９３労働組合の組合員を対象に行った震災前の実態調査では、他県に比べ地震に対する意識は高いものの、

保険・共済の「備え」に関しては多くの方が、地震だけでなく火災保障でも不十分である点が明らかになりました。

静岡県内でも取り組みをいただいた「住まいと
暮らしの防災・保障点検運動」の実態調査報
告書2010年度版が発行されました。

2012年2月6日現在

アンケート回収団体
①回収団体での配布枚数
②回収枚数
③回収率
診断済団体
①診断済人数
②見直し対象者
②/①比率

東部支所
117団体
40,622枚
26,822枚
66.0％
117団体
26,750名
21,203名
79.3％

中部支所
125団体
42,875枚
18,256枚
42.6％
125団体
18,223名
14,266名
78.3％

西部支所
147団体
75,209枚
34,350枚
45.7％
147団体
34,296名
26,321名
76.7％

県本部その他
4団体
45枚
45枚

100.0％
4団体
45名
31名
68.9％

県合計
393団体

158,751枚
79,473枚
50.1％
393団体
79,314名
61,821名
77.9％

「災害後の生活再建」について

31.7％
保障（保険・共済）のみ

特に考えていない
（借入等を予定）

39.9％

13.6％

保障（保険・共済）と貯蓄

12.9％
貯蓄のみ

1.9％未記入

19.8％
知っている

39.1％

何となく聞いた
ことがある

38.8％
聞いたことがない

2.3％未記入

万一、火災・地震などの災害
にあった時のために、現在準
備している生活再建への備
えに最も近いものをひとつ
お選びください。

火災保険・火災共済に加入
していると、風水害の損害に
対しても保険金・共済金が支
払われる場合があることを
ご存知ですか？

「災害時の守り」について

0 25 50 75 100

49.3％

30.2％

26.3％

39.2％

14.6％

●ドライヤーを使う

●炊事・洗濯・風呂で
水や湯を使う

テレビをつけっぱなしに
しておく

電話機の子機で話す

あてはまるものはない

0 25 50 75 100

75.1％

81.4％

1.0％

88.5％

2.7％

揺れを感じたら、まず
すぐコンロの火を消す

●避難の際にはヘルメット
などで頭部を守る

●ビルの高層階にいても避難に
エレベーターを使わない

正確な情報は
クチコミで得る

あてはまるものはない

地震が発生した際の行動について、
正しいと思うものを全てお選びください。

落雷時に感電の危険がある屋内での行動として、
あてはまると思うものを全てお選びください。

※「正解」には●印をつけております。

「災害前の備え」について

43.6％

30.8％

18.8％

1.3％

5.5％

免震・耐震構造の家に
住んでいる／
住む予定である

耐震性は気になるが
他の条件を優先している

耐震性は
気にしていない

わからない

未記入

住まい選びの際、耐震性をどの程度
重要視するか最も近いものをひとつ
お選びください。

0 25 50 75 100

45.0％

27.7％

34.7％

8.4％

5.2％

家具や大型家電の
転倒・落下防止

照明器具やサッシなどの
ガラスの落下・飛散防止

寝室や避難経路の
家具の配置見直し

これら以外にも
実施していることがある

何もしていない

地震対策として、あなたが実施していることを
全てお選びください。

35.3％

32.4％

全ての居室・階段に
設置済み

1.4％5.7％

未記入義務化されることを
知らず未設定

25.2％

義務化されると
知っていたが未設定

一部居室等に設置済み

住宅用火災警報器の設置が全国で義務化され
ています。あなたのお住まいの対応状況として、
あてはまるものをひとつお選びください。

東海地震や連動地震を強く意識した表れとして、「耐震性の家に住んでいる/住む予定である」と答えている方が多い結果が出
ています。また、地震対策として「何もしていない」と答えている方は34.7％と低く、静岡県ならではの地震に対する意識や備えの
高さがうかがえます。地震調査研究推進本部では東日本大震災を受けて地震の発生予測の見直しをしています。東海地震や、
東南海、南海地震との連動型に対する新しい情報を入手して被害想定に見合った津波や揺れに対する備えを実施しましょう。
また、火災に対しても関心が高く、「火災警報器の義務化」については、ほとんどの方がご存知でした。しかし、落雷については感
電のおそれがあるものとして、30.2％の方が「テレビのつけっぱなし」と答えていますが、テレビがついていても感電には関係があ
りません。台風や集中豪雨などの風水害も含め、全般的に様々な災害に対する知識、備えが他県に比べて高いといえます。災
害への備えはこれで完璧ということはありません。息切れすることなく継続して実施するほか、保障も加入するだけでなく必要な
保障額を見直すなど、細かいところまで確認しておくとさらに安全性が高まります。

監修コメント

危機管理アドバイザー
国崎 伸江

　二ヵ年にわたり取り組んできた「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」は、多くの方々の
参画のもとに進めてくることができました。協力団体および組合員の皆さまのご理解とご協
力に、あらためてお礼申し上げます。
　アンケート診断結果の「無保障者」の方を最優先に、協力団体の支援をいただきながら連
携して、保障の準備と見直しの提案を行なった結果として、組合員の皆さまの防災意識を高
めるとともに、大切な財産を守るサポートにつながりました。
　今後も、満期更新時、中途募集、退職時等のあらゆる推進場面において、多くの組合員
の皆さまに、生活再建策としての「火災共済」、「自然災害共済」のご利用をより強く働きかけ
てまいります。引き続き、ご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

全労済静岡県本部
事業推進部
部長　岩田　隆夫
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安心の 大ポイント4

いつ起こるかわからない火災・自然災害の脅威から、あなたの住宅・家財を守ります。

幅広い保障範囲と充実した保障内容が魅力です。幅広い保障範囲と充実した保障内容が魅力です。

70％以上の焼破損割合で全焼損扱い。
火災は被害の程度により、「全焼損」、「半焼
損」、「一部焼損」の3つに分類することができ
ます。全労済の火災共済は、70％以上の焼破
損割合から全焼損扱いとなるので、皆さまの
スピーディーな生活再建のお役に立てます。

「落雷」による被害も保障。
会社の独身寮にお住まいの方や学生の方も、
パソコン、テレビ、冷蔵庫など思った以上に多
くの電化製品をお持ちです。
家財契約にご加入いただいていれば、これらの
家財も、火災共済のお支払い件数で一番多い
「落雷」により被害を受けた場合にも保障され
ます。

自然災害共済で「盗難」も保障。
自然災害共済は、住宅内の家財の「盗難」は
もちろんのこと、「現金」や「預貯金証書（預
貯金が引き出されていた場合）」が「盗難」に
あった場合も保障されます。

「再取得価額」で保障します。

※警察への被害届の提出が必要です。

1
安心

3
安心

2
安心

4
安心

月日が経てば、住宅や家財も古くなっていきま
す。もし、火災などによる被害を受けた場合
に、時価で保障されると充分な生活再建がで
きない場合があります。全労済の火災共済
は、被害にあったものと同程度のものを新た
に購入・修理するために必要な費用（再取得
価額）で保障しますので、皆さまの生活再建に
お役立ていただけます。
※風水害・地震などのときは保障額が異なります。

に
プ
ラ
ス
し
て
加
入
！

風水害等給付金付火災共済 自然災害共済
をおすすめします。

月
払
掛
金

住宅
構造

6.0円

11.0円

8.0円

木造・
モルタル
等

火
災
共
済

自
然
災
害
共
済

鉄筋
コンク
リート

標
準
タ
イ
プ

大
型
タ
イ
プ

3.5円

6.5円

4.5円

掛 金

全労済は消費生活協同組合法にもとづき、非営利で共済事業を営む生活協同組合の連合会で
す。生活協同組合は、組合員の参加により運営されており、出資金をお支払いいただければどな
たでも都道府県生協の組合員となることができ、各種共済に加入できます。新しく組合員となられ
る方には、生活協同組合運営のために出資（1,000円以上）をお願いしています（出資金は1口
100円で、最低1口以上の出資が必要です）。出資金は、加入される共済の掛金払込方法に応じ
て右記のとおりお願いしています。掛金の払込方法：月払いの場合1,200円（毎月100円×12ヵ月）

新しく組合員になられる方へ（出資金について）

■営業時間／平日9：00～17：00（土・日・祝日は除く）
■共済ショップには無料駐車場がございます。

静岡県本部
（静岡県労働者共済生活協同組合）

http://www.zenrosai.coop
全労済は営利を目的としない保障
の生協として共済事業を営み、相
互扶助の精神にもとづき、組合員
の皆さまの安心とゆとりある暮らし
に貢献することを目的としています。
この趣旨に賛同いただき、出資金
を払い込んで居住地または勤務
地の共済生協の組合員となること
で各種共済をご利用いただけます。

お近くの共済ショップへお立ち寄りください。お近くの共済ショップへお立ち寄りください。

〒420-0839  
静岡市葵区鷹匠2-13-4

遠州病院駅

遠州病院

第一通り駅

遠
州
鉄
道

国道152号線

新浜松駅 JR浜
松駅

JR東海
道本線

東海道
新幹線

アクトシティ浜松

浜松科学館

安心堂 ろうきん
浜松中央支店

ファミリー
マート

静岡文化芸術大
東小学校

ヤマダ電機

一方通行

バス
ターミナル

共済ショップ浜松店

松江

JR静岡駅
北口

つ
つ
じ
通
り

国道1号線

北街
道

ホテルアソシア

松坂屋
GS

秀英予備校

一方通行

秀英予備校

セノバ

学生服の
やまだ

清
水
銀
行

新静岡駅

日吉町駅

静岡デザイン専門学校

静岡大成高校

静岡鉄道
静岡銀行

共済ショップ静岡店

日出町

鷹匠2丁目

北口
JR沼津駅

関電工

米山町庄栄町 杉崎町

中央ガード

リ
コ
ー
通
り

学
園
通
り

三ツ目ガード

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

ザ・ダイソー秀英予備校

第五小学校

一方通行

一方通行
一方通行

沼津中央高校

ジョナサン

グラウンド

共済ショップ沼津店

セブンイレブン

沼津
税務署

Bivi

☎054-254-6031 ☎053-454-6031

共済ショップ浜松店
（浜松支所）

共済ショップ浜松店
（浜松支所）

☎055-923-6655

共済ショップ沼津店
（沼津支所）

共済ショップ沼津店
（沼津支所）

共済ショップ静岡店
（静岡支所）

共済ショップ静岡店
（静岡支所）

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37〒410-0046 沼津市米山町11-24 

パソコンで 携帯で

※上記は1口あたりの掛金。

※火災共済は、火災などのとき、1口
あたり最高10万円の保障。

※自然災害共済は、風水害などのと
き、標準タイプでは1口あたり最高
5万円の保障。大型タイプでは1口
あたり最高7万円の保障。
地震などのとき、標準タイプでは、
1口あたり最高2万円の保障。大
型タイプでは1口あたり最高3万円
の保障。
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人と暮らし、環境に優しい福祉社会の実現

労福協だより
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台風15号と
被災者対応 「住まいと暮らしの

防災・保障点検運動」

助け合いの心


